
会員の皆様、改めまして、あけましておめでとうございま

す。皆様にとりまして、本年がよい年でありますようにお祈

り申し上げます。

さて、皆様のご支援によりましてスタートを切らしていた

だいた二期目でありますが、昨年の９月１２日ＫＢＳ京都放映

の府議会広報番組「政治を語る」、１２月８日の府議会中継放送

をご覧いただきましたように、我が党議員団の応援を背にエ

ンジン全開で走らせていただいております。また、１１月２８・２９日には、初めての後援会旅行を実施

していただき、会員の皆様と大いに交流を深めることができました。

今年も、会員の皆様との信頼を大切に、より距離を縮めながら一生懸命走り続けたいと存じます

ので、変わらぬご支援のほどをお願い申し上げ、ご挨拶といたします。

（１）

『先憂後楽』とは、「国の大事については、世の人々に先立って憂
い、そして国がよく治まり人民が楽しんでいるのを見届けてから初
めて自分も楽しめ」という意味です。

２０００．１　第６回　　多賀久雄後援会編集部
〒626-0008 京都府宮津市万年895-8

TEL（0772）22-6335 FAX（0772）22-6335

みんなで創ろう、輝くふるさとZ

９月２４日に開会し、１０月８日に閉会した９月定例会では、緊急雇用対策、繊維産地活性化対策等、

府政を取り巻く緊急の課題に取り組むための補正予算などが議決されました。また、議員提案によ

り、議員報酬減額のための条例制定や議会情報公開のための条例改正のほか、原子力関連事故の再

発防止に関する意見書、私学助成制度の充実に関する意見書を提出することが決まりました。

主な議決事項

・府税を５０億円減額しつつも総額１８２億２９百万円にのぼる補正予算

・管理職手当や各種委員の報酬を減額する「職員の管理職手当等の月額の特例等に関する条例」の

制定

・４０歳から５２歳までの職員の早期退職を促進する「職員の退職手当の特例に関する条例」の制定

・臨時応急の雇用創出事業を３年間実施する原資４２億２千万円の「京都府緊急雇用特別基金条例」

の制定

・ナホトカ号油流出事故に係る損害賠償等請求権を保全し、賠償金等の支払いを確保するための訴

えの提起

・決算特別委員を選任（多賀議員ほか３０名）

９月定例会ひろいがき



補正予算の主な内容

・道路・河川等の社会資本整備に４３億４５百万円

・緊急雇用特別基金造成に４２億２千万円

・臨時応急の雇用を創出するための府事業に２億５千万円、

市町村事業助成に７億５千万円

・西陣織・京友禅等の産地組合やグループが実施する新商品

開発や需要開拓事業等を支援するため、貸付金として５０億

円、助成金として５百万円

・事業費の算定や詳細な採算性の検討を行うための風力発電開発調査に２千万円など

多賀委員 府内の３１町村からの要介護認定の受託をいつまで続けるのか。

答　　弁 町村会からの要望を受けての受託であり、受託の更新については、町村の意向や制度

の定着状況等を踏まえ、適切に対応したい。

多賀委員 地方分権の時代でもあり、町村が自ら認定を行うよう、府において指導をお願いしたい。

１２月２日に開会し、１２月１７日に閉会した１２月定例会では、平成１０年度決算の認定、国の２次補正

予算を受けての公共事業や社会福祉施設整備などに取り組むための補正予算、職員及び知事等の期

末手当を減額する（議員の期末手当も同様）条例改正などが議決されました。また、結核対策の充

実に関する意見書、有害鳥獣被害対策の強化に関する意見書を提出することが決まりました。

なお、多賀議員が初めて自民党を代表しての質問をしました。

主な議決事項

・総額２７９億５８百万円にのぼる補正予算

・京都府府税条例の改正

・京都府卸売市場条例の改正

・職員の給与等の改正

・平成１２年度に発売する当せん付証票（宝くじ）の

発売総額

補正予算の主な内容

・新浜松原線・野田川改修・菅野地すべり対策・上地急傾斜地崩壊対策など府域全体で２５６億円に

のぼる公共投資

・モニタリングポストの増設や防護服の配備等原子力防災対策に２億６１百万円

・中小企業金融安定化特別保証枠１８００億円追加のために１８億円など

代表質問

第５回先憂後楽でもほんの少し掲載しましたが、紙面の都合上掲載を割愛させていただきます。

なお、詳細の質疑応答をお知りになりたい方につきましては、事務所に保管しております貸し出し

用ビデオをご活用いただきますようお願いいたします。

（２）

１２月定例会ひろいがき

決算委員会ひろいがき



（３）

編 集 部 議員への要望や提言を、タウントーク・聞く耳（広目多聞）

と題して掲載しましたが、それについて何かコメントして下

さい。

多賀議員 多くの方から同じようなご意見があり、非常に気になったのは、住民・行政・議員がう

まくかみ合っていないんじゃないかという指摘であります。私はいろんな機会を通じて、

日程が合えばどんな集まりでもお邪魔しますと申し上げておりますが、気さくに話し合

えるような、たとえば雑談にというお呼びはありません。何かしら得体の知れない垣根

のようなものがあるようで残念でなりません。住民・行政・議員がうまくかみ合うため

には、信頼関係を結ぶことが特効薬であり、その第一歩は交流することからではないか

と思います。勇気を持っていろんなことに関わっていきましょう。

編 集 部 昨年の府議会を振り返って下さい。

多賀議員 何といっても、自民党議員団を代表しての私の主張が、二度にわたってテレビ放映され

たことであります。それから、我慢ならないことが一つあります。それは、私の属して

いる建設委員会での審議で共産党の委員が反対しているにもかかわらず、本会議では共

産党も賛成という共産党の党利党略であります。政治家の見識はいったいどうなってい

るのでしょうか。

編 集 部 今年は衆議院選挙がありますが、これについてお聞かせください。

多賀議員 衆議院選挙はいつあるかまだわかりませんが、その前の２月６日に執行される京都市長

選挙の成否と大きく関わってまいります。自民党が推薦する現市長の桝本頼兼候補が勝

利しないと、京都があの蜷川時代に逆戻りになってしまうだけでなく、衆議院京都六小

選挙区のうち四議席を確保している自民党も大敗する可能性すらあります。そんなこと

にならないように、京都市内の友人、知人に京都を救えとハッパをかけているところで

す。

編 集 部 京都市長選はよその選挙という気がしておりましたが、今のお話で認識が変わりました

ので、私も早速知人にハッパをかけたいと思います。又、先程のお話でもありましたが、

地域を良くする為にも、住民の皆さんと多賀議員との交流の機会がより多く出来る事を

切望しております。本日はどうもありがとうございました。

直撃インタビュー

ＫＢＳ京都「政治を語る」 収録時



（４）

多賀久雄後援会　第１回親睦旅行

道後温泉としまなみ街道の旅
◆平成11年11月28・29日　１泊２日

◆交通ルート　28日／丹後各地―福知山IC（舞鶴自動車道）―鳴門IC―阿波の里―うだつ町並

散策―三島川之江IC―道後温泉（泊）

29日／宿―今治IC―多々羅しまなみ公園―生口島IC―ラガール瀬戸田・耕三寺―生口島北IC

―福山西IC―福知山IC―丹後各地

後援会の皆様、何かとありがとうございました。

て ん こ ろ 舟 競 争 は 、 地 元 の 漁 師 が あ さ り 貝 や じ ゃ こ 漁 な ど に 使 っ て い る

「てんころ舟」を並列に２艘つなぎ合わせ、１チーム10人が５チーム単位に、

往復約600メートルの距離でタイムを競うもので、男性は赤ふんどし姿、女

性ははっぴなどカラフルなコスチュームで寒風と荒波をついて勇壮なレース

を展開します。

レースに使用するてんころ舟は、当初、溝尻や宮津の漁師から借り受けて

いましたが、漁に支障をきたすことや、練習に使用したいという参加チーム

の要望に応え、宮津市が昭和63年にＦＲＰ製のてんころ舟を10艘（５組）を

約1000万円かけて新造し、船名を一般から募集、宮津節の歌詞の金波（きん

ぱ）、銀波（ぎんぱ）と命名、第５回大会から使用をはじめました。

・舟の全長　　７．２９メートル

・舟 の 幅　　１．０３メートル

大会当日は、鮮魚など地元産品、うどん、たこやき、コーヒーなどの模擬

店や、甘酒、寒ぶりだいこん、いわしの浜焼きの無料サービス。

お問い合わせ：天橋立観光協会事務局（北近畿タンゴ鉄道宮津駅内）

1 0 7 7 2 － 2 2 － 0 6 7 0

冬季写真コンテスト作品募集
宮津天橋立の冬季をテーマとした写真コンテ

ストを下記のとおり実施します。

雪景色等の天橋立、智恩寺、阿蘇海の鳥たち、

カトリック宮津教会、三上家住宅、大手川など

様々な宮津天橋立の表情を、あなたのセンスで

写してみませんか。

応募点数：１人２点

作品規定：カラープリント、サイズは四つ切り
※未発表作品に限ります。
※応募作品は返却しません。

応募期間：12月1日d～3月15日d 消印有効

申 込 先：〒626-0041 京都府宮津市字鶴賀
宮津ターミナルセンター内
「天橋立観光協会」宛

審　　査：京都新聞社に審査依頼を行い、入賞
者に直接通知及び新聞に掲載するこ
とで発表とする。

入賞作品：作品の版権は主催者側に帰属し、原
版（ネガ）を提出してください。原
版の提出がない場合は、入賞を取り
消しさせていただきます。

賞 ：【特選】１点　賞金５万円・賞状

【一席】２点　賞金３万円・賞状

【二席】３点　賞金１万円・賞状

【京都新聞社賞】

１点　賞状・トロフィー

【入選】10点　賞品・賞状

宮津天橋立


